
「本町小学校第二方面校（仮称）整備事業」の事前評価調書（案）に対する 

市民からのご意見の内容とご意見に対する横浜市の考え方 

 

 

 〇横浜市公共事業評価事前評価における市民意見 

  募集期間 平成 26年 11月４日（火）～12月３日（水） 

  市民意見 １件 

 

  いただいたご意見と、ご意見に対する横浜市の見解を、次のとおりまとめました。 

  事業を進めるにあたってのご意見でしたので、事前評価調書は修正無しとし、確定しま

した。 

 

 〇お寄せいただいたご意見と横浜市の見解 

ご意見の概要 ご意見に対する横浜市の見解 

（１）みなとみらい地区の商業ベース構

想は、マンション建設に対して歯止めが

利かなくなってきているのではないか。 

児童数の増加も、暫定 10 年とみての

学校建設計画を打ち出しているが、果た

して 10 年後にそのとおりになるのか。 

 

 

 

 

 

 

（２）中学校は従来どおり横浜吉田中学

校なのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）みなとみらい２１地区は目標居住人口を１万

人とし、現在居住されている方は約 7,700人です。 

現在計画されている 32街区と 59街区のマンショ

ンが建設されても、みなとみらい２１地区の人口

は、目標の１万人以内と見込んでいます。 

本町小学校第二方面校（仮称）については、将来

シミュレーションおよび、みなとみらい２１地区の

業務・商業機能の集積への影響も考慮して、10 年

間設置するものです。 

 なお、シミュレーションは、毎年度見直し、今後

とも確認してまいります。 

 

（２）横浜市では、「横浜市立小・中学校の通学区

域制度及び学校規模に関する基本方針」（教育委員

会ホームページ※１に掲載）に基づき、通学区域及

び学校規模の適正化に努めています。 

 その中で、中学校の望ましい通学距離は、徒歩で

の通学を前提に、生徒の体力、通学安全などの影響

を勘案し、片道おおむね３km以内としています。 

みなとみらい２１地区の指定校となっている横

浜吉田中学校はこの通学距離の範囲内であり、ま

た、今後の生徒数の見込みに対して、施設に余裕が

あることから現在のところ中学校を新設する計画

はありません。 



 

 

 

 

（３）学区や学校名の検討であれば、現

在の部会委員でよいが、今後、ほかの問

題について部会を作るのであれば、地域

代表の委員をもっと増やしてほしい。 

地域に支えられてこその学校なんだ

ということを心に刻んでおいていただ

きたい。 

 

今後とも、住宅建設計画や児童数の推移を注視し

ながら通学区域・学校規模の適正化に努めてまいり

ます。 

 

（３）今回の事業では、地域関係者、保護者代表、

学校関係者で構成される本町小学校第二方面校開

校準備部会を設置し、「学校名」、「通学区域」、「通

学安全の確保」について、調査審議いただきます。

議事内容や意見については、会議録を教育委員会ホ

ームページで公表するほか、保護者や地域の方々に

も周知してまいります。 

 なお、学校を新設するにあたり考えられる、その

ほかの課題については、関係部署とも連携しなが

ら解決に向け調整を進めてまいります。 

 

 

※１ http://www.city.yokohama.lg.jp/kyoiku/ 

kyoiku-info/gakku-houshin.html 

 

 


